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富山湾深海底における海水流動と海底微地形

小田 巻 実 ＊１　 菊池 裏一 ｌ゙

富山湾の水深１,０００ｍ前後の地点で, 海厩付近の海水旋動と梅底微地形を調査し

た。

第１飼査地点(137 °08'  N,  137 ° 12' E) の海盆底で1ま北東から南西方向，

斜面の850  m じj塵では斜面を下降する流れ, 85  0m 以浅では上昇する流れとなｰ。

てい た。ま た，底質は泥で生物の活助した跡が見られた。

節２翼査地点の底質は，第１冐杳地点とほぼ同じであったが，波長１～２ｍ，高

低30 ～50cm の大きな起伏のある所もあった。流れ4ま，数ｃｍ／s以下で，梅盆底

では，南西流，斜面の立ちあがり付近では北東流となうていた。また，船体肴底畤

の水岨記録では，約0.03 °Ｃ程度の上下を繰り返しながら毎分約0.005 °Ｃの舛湟

が認められた。これは，躙査船の為による彫響と考えられるか，海底の流れや乱れ

も反映していて，深海底の海洋環境を考える示標となると思われる。

Water  Movement  and Fine Topographic Structure In Toyama  Deep Sea Bottom

Minoru  Odamaki**  Shin'ictu Kikuchi*3

In  Toyama  deep sea bottom  about  1,000  m  depth, water movement  and

fine bottom  topography  were observed.

In  the first station (37e08'N,  137*12'E)  the water  near the bottom

flowed  from  NE  to SW.  The  slope water below  850  m  was descending, and

above  850  m  ascending. The  bottom  soil was mud  and the marks  of biolog-

ical activity were traced.

In  the second  station (37*0l'N,  137*12.5'E), the soil is as same  as the

first station, and the topographic undulation  (wave  length l-2m,  wave

height 30 *- 50 cm)  were observed. The  water in the bottom  flowed to SW,

and  in the base of the slope to NE.

The  water temperature rising during the ship resting on the bottom  was

observed  and  its rate was  about  0.005cC/min.  with about  0.03RC up  down

fluctuation. This  phenomenon  is considered co be a good  indicator for the

deep  sea environment  because it is caused by  the heating by the ship, and

influenced by the flow and turbulence.
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1. 謫 査 目 的

光のない深海底は，生物の生活にはたいへん不

便な所と考えられる。例えば，餌を取るにしても，

目でとらえることはできず，流れにのって漂って

くるにおいのようなものによるしかない。したが

って，深海底の生物の生棲環境を考えるに際し，

海水流動は基本的な要素となる。また，梅底の微

咄形は，流れを乱したり。流れに乱されたりして

いると考えられる。

本調査は，科学技術庁の「海洋生物資源の生産

能力の把梶と海洋環境|こ関する研究」の一環とし

て，前述の観点から深海匠の海水流動と海底微地

形を調査することが目的である。

2. 躙 査 経 遇

・観測舶：潜水櫚査船「 しんかい2000 」・ 母船

「 なつしま」（海洋科学技術センター所属）

・爾査海域：富山湾東南郎２ヵ所（図１）

・第１調査地貞：陸棚斜面と富山舟状海盆

平担面との境界付近（図１右上）

37’ 08’ Ｎ. 137‘12/ Ｅ　 水深900 ～1,050

】983 年７月２９日，観測者 菊池 真一

・第２躙査地点：富山深海長谷の未端付近の小規

横な梅丘周辺（図１下）

37 °01 N ， 13？ 12.5 E 水深934 ～】.06（kxl

1983 年８月９日，観測者 小田巻 実

3. 謫査成果の概要

3,1　 第１謫査地点

匠質は泥で，梅底|こは微小な起状があり，生物

の穴や耡いた筋跡が見られた．浮遊物等の目視観

測による流れは． 水深1.050E の梅分ｓ では北東

から南西方向．斜面の850m 以藤では斜面を下降

する流れ，850m!aﾐ 深では上昇する流れとなって

いた（図２）．

またｓＴＤの記録では，平担部から斜面下部Ｒ:

かけて，厚さ？～30,・の 海底混合屬（水温が一様

な屬）が見られた．例えば．海庭から２～３ 皿上

を航走し，斜面を昇った際の水温記録（図３）で

は，|.070 ．から865m の 地点まですべて0.11 ～

0.12 ℃ とほぱ均一な値となっており， 着水して

から着底する闕とは異なった水温勾配を示した．
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図１　閃査海域

Observation area
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図 ２　調査経路

Vertical pathes of each observation.
Small circle :water sampling point.

White arrow current inferred by
floating article.

また, 865m と961  m深の地点で一たん底上１５

～６ｍまで昇降した際の紀録では, 865m では海

底混合屬はほとんど観察されなかったが, 961m

で は厚さ ７ｍ以上の混合暦があった。

3.2　 第２霹査地点

底質は泥で，第１地点 と同様に生物の跡や地形

の微小な起状が認められた。場所によっては，波

長１～２ｍ，高さ３０～４０ｃ・のかなり大きな起伏

も見受けられた（図 ４）。

魚の頭の方向や蟹などが掩き上げた泥の拡がる

状況によって流れを 見ると，海盆底では南西流，

斜面の 基部では北東流となっていたが，流速はい

ずれも弱く，数㎝／Ｓ以下と思われる。 小さな海

丘（図１右下）の南面は絶壁となっており，砂礫

の混った露頭が見出されたが，操船上危険な状況

となったため詳細な観測はできなかった。



閃3　ga 底 上３～４ｍを航走中に観測された水温
黒丸は， 斜面に沿って上昇した時のもの。
白丸は。 垂直に上下した時のもの。

lbl 降' ﾄﾞ畤|こ 観測 さ れた 水 泌

Temperature profile obs ｅrｖed ai des ｃｅｌｄｉｎｇ，

Temperature  along  the slope at the running
3-4m  above  I ho bottom.
doi  < ascending  along  the  slope,

circle '.vertical up and  down.

この地点では，海底混合Ｍは顕軒ではなかった

が。水温記録に次のような現象が認められた。ま

ず，海底 口Om の採水を行うために上下した際の

水温記録では，上舛時はほぼ一定の水温を示すの

に対Ｌ， 下降時にはー且0.08 ℃ 昇 温した後にほ

ぼ元の 水温となった（図５左）。 凋査船自体の彫

響と考えられるが原囚はよくわからない。次に，

梅底に升底Ｌて小休ILした時の水温変化を図５右

に示す。 日 時50 分の着底時に0. Ｈ ℃であった

水温は｡0.03 ℃ 程の上下を繰り返しながら， 離

底時の１２時26 分頃まで毎 分約0.005 ℃ の割合

で昇幽Ｌだ。この現象は。調査船の熟によって周

囲の海水が沿められたためと考えられ，水温の小

礎動および舁温のしかたなどは，付近の海水の 乱

れや流れか反映していると思われるが，詳細は不
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明である。

以上のほかIC，採水|てよる塩分測定，第 】地点

では徼地形を定量的に把握するためのステレオ写

真撮影を実施したが，別の機会Sこ報告することと

したい。

4. まとめと今後の課題

調査した寫11』湾の２地点とも，海盆底の中心に

おける渡れは南西渣で，沖合から沿岸に向 かう流

れを示していた。第２調査地点の斜面の基部では，

北東流を示していた。これらは，いずれも調査船

の流通jtでは測れないほどの 微弱流であり，定量

的に測るためには岡崎（1984 ）の ような微流速計

を用いる必要がある。

今回の調査で注日さ れるのは，海底混合觴や課



梅底における熱伝導の知見が得られたことがある。

こ れらは，深海の海水の乱れ具合を反映したもの

であり，ほ海底の海洋環境を考えるうえの示標と

なる。また， 乱れの空間規模と梅底微地形との関

連についても興味が引かれる。今後，前述のよう

な流速計だけでなく，熱伝導計や乱流計などによ

り海水の乱れを測定してみることも41要と思われ

る。

最後に，このような調査の機会を与えて頂いた

科学技術庁および海洋科学技術センター， 現増で

図 ４　第２調査地点のルートマップ

Ｒｏｏt map of the second observation point.
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いろんな協力を頂いた「 なつしま」および「 しん

かい2000 」の 乗組員の方々に感謝の意を表しま

す，
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|） 岡崎守良，1984, 奥深海底顧流の観測“

La mer 22 （3 －4），89 －128

（原稿受理:1985 年３月27 日）
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図 ５　梅底付近での水温紀録

左：約１５ｓの昇降時の水且変化

右：着底して倅止した時の水温変化

Temperature r ●eordｓ at the deep sea bottom.
Lef t : 1 5m up and down.
Right : 30min resting  on the bottom.

JAMSTECTR OEEPSEA RESEARCH  <1985)
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